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研究成果の概要（和文）：平安時代の仮名文学作品を主たる対象とする和文系資料を対象とした

形態素解析辞書「中古和文 UniDic」を一般公開した。この辞書により、校訂済みの仮名文学

作品本文を高い精度（約 97％）で解析し研究に利用することが可能になった。「中古和文

UniDic」は、すでに日本語史の研究に用いられはじめているほか、国立国語研究所で構築準備

が行われている通時コーパスの形態論情報付与に活用される予定である。 

 
研究成果の概要（英文）：We have developed a dictionary for morphological analysis of 

classical Japanese: “UniDic for Early Middle Japanese”. This dictionary can analyze 

Japanese classical texts with high accuracy (approx. 97%). UniDic-EMJ is now used for 

linguistic research of classical Japanese texts and it will be employed in the construction of 

the diachronic corpus that is currently being planned at NINJAL. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年、電子化された大規模な言語資料を用
いて大量の用例をもとに研究を進めるコー
パス言語学が大きな成果を上げつつある。し
かし、日本語の歴史的な研究においては、テ
キストデータの集積は進みつつあるものの、
高度で大規模な通時的コーパスの構築には
至っていない。その理由の一つとして、文章
を語に区切って品詞付けなどを自動で行う
形態素解析が古典語においては十分に実現

していないことがあげられる。こうした状況
をふまえ、研究代表者等は近代文語文の形態
素解析辞書『近代文語 UniDic』を開発、公
開した（2008 年）。これにより、近代の一般
的な論説文であれば 96％以上の精度で解析
することが可能となり、近代から現代にかけ
ての形態論情報付きコーパスの構築のめど
がたった。しかし『近代文語 UniDic』が主
たる対象とするのは近代の文語論説文であ
り、研究者の要望が強い文学作品や、近世以
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前の資料については、充分な精度で解析を行
うことができなかった。特に、語彙・表記・
文法にわたって近代論説文との違いが大き
い和文系資料では精度が充分ではない。その
ため、和文系の資料を充分な精度で解析する
ことのできる形態素解析辞書が望まれてい
た。『近代文語 UniDic』が漢文訓読系資料を
ある程度解析できるものであることからも、
その対極的位置にある和文系資料を対象と
する解析辞書の必要性は高かった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、中古の仮名文学作品を中
心とする和文系資料を十分な精度で解析す
ることができる形態素解析辞書を開発する
ことである。形態素解析とは、分かち書きさ
れない本文を自動で語に分割し、品詞や読み
などの情報を付与する技術である（下図）。 

 

平安時代の仮名文学作品を高精度に解析す
ることが可能な辞書をまず開発し、これをも
とにして後代の和文系資料（中世の紀行文や
擬古物語、和文系説話集、近世・近代の擬古
文等）にも対応することを考えた。 

和文系資料は既に多くのものが電子化さ
れ公開されている。これらに形態素解析を施
すことが可能になれば、解析結果を活用した
新たな研究が可能になる。また、和文系資料
の解析が可能になれば、既に実現している現
代語・近代文語の形態素解析システムとあわ
せ、斉一な単位に基づく通時的な日本語コー
パスの構築のための基盤整備が大きく前進
することになる。 

 

３．研究の方法 

開発する形態素解析辞書の主たる対象を、
漢字仮名交じりに校訂済みの中古仮名文学
作品（物語・日記文学等）とし、これらにつ
いて精度 95％以上で解析することが可能な
形態素解析辞書を作成した。また、中古仮名
文学作品に加えて、中世の紀行文や擬古物語、
和文系説話集、近世・近代の擬古文、和歌等
の韻文についても解析を可能としている。 
この辞書には現代語・近代文語と同様に

「UniDic」（千葉大学・伝康晴他）の枠組み
を採用し、語彙素・語形・書字形に階層化し
て研究目的に応じた見出し付与を可能とし
た。また、語の区切り方は「短単位」という
規定に基づいて揺れのない斉一な単位とな
るように配慮し、他の資料の解析結果との比
較を可能にした。「短単位」の規定は現代語
や近代語の UniDic との互換性を可能な限り
確保し、通時的な比較も可能とした。 
辞書への語彙登録と同時に、語の生起コス

ト・連接コストを統計的に取得するための機
械学習用コーパスの整備を行った。中古和文
テキストの解析結果に対して人手により修
正を行い、最終的に他のプロジェクトによる
成果とあわせて約 27 万語ぶんの中古和文の
学習用コーパスを作成した。 
これらの辞書・コーパスをもとにして、既

存の形態素解析器「ChaSen」，「MeCab」によ
って形態素解析辞書を作成した。 
また、この形態素解析辞書の評価のため、

解析結果を用いたコーパス言語学的手法に
よる研究を行った。データベース上で統計的
分析手法を用いて資料の全語彙を取り扱う
新しい研究手法によるものである。こうした
応用研究のために、奈良先端科学技術大学院
大学で開発されたコーパス管理ツール「茶
器」を用いて研究用の環境を整備した。 
 
４．研究成果 
上記の方法により、和文系資料を対象とし

た形態素解析辞書「中古和文 UniDic」を作成
した。下図はその解析精度を、現代語向け、
近代語向けの UniDicと比較したものである。

 

いづれの御時にか女御更衣あまたさぶらひたまひける中に

入力

出力

形態素解析

書字形 語彙素読み 語彙素 語形 品詞 活用型 活用形 発音形 語種

いづれ イズレ 何れ イズレ 代名詞 イズレ 和

の ノ の ノ 助詞-格助詞 ノ 和

御 オン 御 オオン 接頭辞 オオン 和

時 トキ 時 トキ 名詞-普通名詞-副詞可能 トキ 和

に ニ に ニ 助詞-格助詞 ニ 和

か カ か カ 助詞-係助詞 カ 和

女御 ニョウゴ 女御 ニョウゴ 名詞-普通名詞-一般 ニョーゴ 漢

更衣 コウイ 更衣 コウイ 名詞-普通名詞-サ変可能 コーイ 漢

あまた アマタ 数多 アマタ 副詞 アマタ 和

さぶらひ サブラウ 侍ふ サブラウ 動詞-一般 文語四段-ハ行 連用形-一般 サブライ 和

たまひ タマウ 給う タマウ 動詞-非自立可能 文語四段-ハ行 連用形-一般 タマイ 和

ける ケリ けり ケリ 助動詞 文語助動詞-ケリ 連体形-一般 ケル 和

中 ナカ 中 ナカ 名詞-普通名詞-副詞可能 ナカ 和

に ニ に ニ 助詞-格助詞 ニ 和
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中古和文テキストを解析した場合、現代語用
の辞書では品詞認定で約 60％の精度しか出
なかったものが、「中古和文 UniDic」によっ
て約 97％という高い精度で解析を行うこと
が可能になった。 
 この形態素解析辞書は、解析用のユーザイ
ンターフェイスプログラム「茶まめ」（下図）
とともにパッケージ化し、日本語研究者に使
いやすい形で公開を行った。 

  
この辞書の見出し語の整備にあたって作成
した中古和文用の「短単位」の規程について
は『中古和文 UniDic 短単位規程集』にまと
め公開した（小椋・須永 2012）。 
 学会発表としては、「中古和文 UniDic」を
広く研究者に紹介するため日本語学会等の
国内学会でデモンストレーションを含む発
表を行ったほか、EAJSヨーロッパ日本学会に
おいてもこの辞書の紹介を含む研究発表を
行った（Ogiso 2011）。 
「中古和文 UniDic」を活用した研究として

は、当該辞書を用いた総索引の作成システム
を開発して中世の擬古物語「恋路ゆかしき大
将」を例として実際に総索引を作成して発表
した（小木曽・須永 2010）ほか、この辞書に
よる解析結果をコーパス管理ツール「茶器」
で活用する研究を行った（小木曽ほか 2011）。 
また、この辞書を日本語史研究に応用した

ものとして、コロケーション強度を用いた
「あり」「なし」を後項とする複合語に関す
る研究発表（須永 2011）、勅撰集序文の語彙
に関する研究発表（冨士池 2011）を行った。 
これらの研究活動により、日本語史研究に
利用可能な中古和文資料のための形態素解
析辞書を開発して公開するとともに、その有
効性を示すという当研究の目的は達成され
た。 

当研究の成果の一部である「中古和文を対
象とした形態素解析辞書の開発」（情報処理
学会研究報告  人文科学とコンピュータ
Vol.2010/CH-85、2010年 2月）は、情報処理
学会「山下記念研究賞」を受賞しており、学
会からも高い評価を得ている。また「中古和
文 UniDic」は、一般向けの古文の電子辞書
（iPhone・iPad アプリ『旺文社 全訳古語辞
典（第三版）』物書堂）の開発に用いられる
など一般社会での活用も行われている。 
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